
９月１日は関東大震災から１０１年
「防災の日」を迎え、改めて必要な備えを

内閣府の「防災情報のページ」では
各都道府県の防災情報を知ることができる

　巨大地震などの大災害に備えるためには、まず災害時に何が起き、どのようなことに困るか、どうすれば解決でき
るのかを知っておくことが大切です。自治体が提供する情報は、そのために必要なことをしっかりまとめてあるので、
事前に入手し、自分でできる備えをしっかりやっておくことで、被害を少なくすることができます。

情報の一部は東京都限定のものもありますが、ほとんどは他の地域でも役立つ情報です。
「東京くらし防災　PDF」「東京防災　PDF」で検索すると、どちらも全文をPDFで閲覧することができます。

　9月1日の「防災の日」は、大きな被害が発生した関東大震災から101年目。今後想定される巨大地震の被害を
最小にするためには、国や自治体の備えだけではなく、地域の連携も大切ですが、自分たちでできる災害への備えを
しっかり行っておくことを忘れてはならないでしょう。
　各地方自治体では、ハザードマップの公開、避難所、災害時の情報収集、帰宅困難者対策、飲料水、食料及び生
活必需物資等の供給対策、ライフラインの安全対策、災害廃棄物等の処理対策などの情報をホームページなどで提
供しているので、確認をしておくと役に立ちます。

　東京都では昨年秋から今年 3 月末ま
でに、『東京くらし防災―― STEP1 行動
から始めよう。』『東京防災―― STEP2 
知識を深めよう。』の 2 冊の小冊子を全
世帯に配布しています。『東京くらし防
災』では、基本的な災害への備えや災
害時の行動ルールを示し、防災や日常
生活で取り入れやすい防災対策を紹介し
ています。また『東京防災』では、最
新の防災知識をまとめています。
　この小冊子はどちらも B６判で、『東
京くらし防災』は180ページ、『東京防災』
は 276 ページと、地震だけではなく、
災害時に役立つ情報がタップリ掲載され
ています。
　参考までに『東京くらし防災』の目次
と、一部のページを紹介します。

　各自治体の防災情報を掲載しているホームページをまとめたものが、内閣府のホームページの「防災情報のページ」
（https://www.bousai.go.jp/simulator/list.html）にあるので、情報収集に活用できます。
　上記 URL では、下図のようなマップと都道府県名が表示されるので、必要な都道府県名をクリックすると、その
自治体が提供している防災情報にたどり着けます。最上部の「全体」を押すと、ハザードマップ（国土交通省）と
国民保護法に基づく避難施設一覧（全国）を閲覧することができます。


